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教授-の昇進は､教員からの申請によるものである｡ 教員側からアプローチする場合もある｡ 教

員は､自らの研究業績が十分であり､ティーチングの記録も満足いくものであれば､教授-の昇

進を申請することができる｡ デパー トメントのチェア-は､自らの経験にもとづいて､教員の申

し出が適切かどうかを判断して決め､受諾したり､もう少し研究業績が必要であるとの理由で戻

したりすることもできる｡ 教員が､それでも申請を取り下げないこともできるが､デパー トメン

トのチェア-の推薦を結果的に得られないので､昇進は認められないことが多い｡昇進手続きは､

テニュアと同じである｡

テニュアや教授昇進の手続きでは､必ず､外部評価委員 (ExternalReviewers)を含むことに

なっている｡チェア-は､候補者を評価できる同じ学問分野の3名を外部 (他大学)から人選す

る｡外部評価委員に選ばれる人は､候補者と距離を置くもので､知人や指導関係者は除かれる｡

候補者の研究業績を示して､将来的に有望であるかどうかの視点から客観的な評価が行われる｡

外部評価委員の判断は､重要な決定の要素となる｡ これは､テニュアの場合であるが､正教授-

の昇進の場合も同じ手続きが取られるが､この場合は､研究に重点が置かれ､大学院での指導記

録や国際的な評判なども考慮される｡たとえば､ トロント大学のようなところでは､外部評価と

して､ハーバー ド大学､オックスフォー ド大学､東京大学など一流の国際的な大学からの推薦状

が重要になる｡小さな大学の場合､カナダ国内の大学だけで十分である｡委員会は､推薦状が著

名な大学からのものであるかどうかも考慮する｡

正教授の昇進に外部評価委員を加えるのには､一般的なルールがあるのかの質問に対して､こ

れは常識的なことである｡ 外部評価委員を加えない大学は､組合が強くて､それに反対している

ためである｡ ｢労働協約｣の中で外部評価委員を正教授の昇進で求めているかどうかはわからない

が､個別の契約条項で､それを了承した上で契約書を結んでいるので､外部評価委員を正教授の

昇進のときに加えることに反対であるとの意思表示を契約段階でした場合には､契約を取り消さ

ざるを得ないことになる｡契約書の実物を見ることができるかとの質問に対して､個人の守秘義

務なので公開されていないとの回答であった｡カナダでは約2ページの契約書に年収から授業コ

マ数など詳細に記載され､契約書に両者がサインしてはじめて雇用が決定する｡ これは個別で契

約を結ぶもので､契約書のスタンダー ドのようなものは存在しない｡

トロント大学では､テニュア獲得は難しい｡ティーチングはよほど悪くなければ問題にならな

い｡ティーチングは､｢OK｣程度でも構わないが､研究は優れていなければならない｡ティーチ

ングに関して､学生からの苦言が学科長のところまで届かないならば､大丈夫である｡ 研究が重

視されていることから､リサーチ ･ドシエーを外部評価委員に送るが､ティーチング ･ドシエー

は送らない｡

教授-のi-[進は､教員からの申iI'Eによるものである｡教Jl側からアプローチする場合もある.敬

11は､自らの研究英紙が十分であり､ティーチングの記録も満足いくものであれば､教授への昇

進を申訂;することができる.デパー トメントのチェア-は､自らの経験にもとづいて､教員の申

し出が適切かどうかを判断して決め､受諾したり､もう少し研究菜桁が必要であるとの理由で戻

したりすることもできる｡教員が､それでも中音F'JLを取り下げないこともできるが､デパー トメン

トのチェア-の稚粥を結果的に得られないので､St一進は認められないことが多い｡4-1進手続きは､

テニュアと同じである｡

テニュアや教授昇進の手続きでは､必ず､外部評価委員 (ExternalRevleWerS)を含むことに

なっているOチェア-は､候補名を評価できる同じ学問分野の3名を外部 (他大学)から人選す
る.外部評価委員に選ばれる人は､候補者と距離を了迂くもので､知人や指*F姻係者は除かれる.

候補者の研究黙続を示して､将来的に有望であるかどうかの視点から客観的な評価が行われるC

外部評価委員の判断は､滋賀な決定の安楽となる｡これは､テニュアの場合であるが､正教授-

の5-T進の場合も同じ手続きが政られるが､この場合は､研究に重点が位かれ,大学院での指導記

録や国際的な評判なども考慮されるOたとえば､ トロン ト大学のようなところでは､外部評価と

して､-ーバー ド大学､オックスフォー ド大学､東京大学など一流の国際的な大学からの椎朽状

がBj.撃になる.小さな大学の場合､カナダ国内の大草だけで十分である｡香山会は､推朽状が著

各な大学からのものであるかどうかも考慮する｡

正教授の昇進に外部評価委Dを力lJえるのには､一般的なルールがあるのかの質問に対して､こ

れは常職的なことである｡外部評価委員を加えない大学は､組合が強くて､それに反対している

ためである｡｢労働協約｣の中で外部評価委Dを正教授の昇進で求めているかどうかはわからない

が､個別の契約条項で､それを了承した上で契約むを結んでいるので､外部評価委員を正教授の

昇進のときに加えることに反対であるとの昔思表示を契約段階でした場合には､契約を取り消さ

ざるを43=ないことになる｡契約i汀の実物を見ることができるかとのfiF掛こ対して､個人の守秘義

務なので公開されていないとの回答であった.カナダでは約2ベーンの契約料 こ年収から投薬コ

マ数など詳細に記服され､契約を芋に両名がサインしてはじめて雁用が決定する｡これは個別で契

約を結ぶもので､契約flFのスタンダー ドのようなものは存在しない｡

トロント大学では､テニュア頚矧 ま難しい.ティーチングはよほど悲くなければ間脳にならな

い｡ティーチングは､｢OK｣捉度でも構わないが､研究は優れていなければならない｡ティーチ

ングにl奨Jして､学生からの苦言が学科良のところまで届かないならば､大丈夫である｡研究が韮

視されていることから､リサーチ .トシエーを外部評価委flに送るが､ティーチング ･ドシュー

は送らないO

教授-の昇進は､教員からの中富IIJiによるものである｡教員側からアプローチする場合もある.敬

ilは､自らの研究英紙が十分であり.ティーチングの記録も満足いくものであれば､教授への昇

進を申詣することができる｡デパー トメントのチェア-は､自らの経観にもとづいて､教員の申

し出が適切かどうかを判断して決め､受討;したり､もう少し研究菜桁が必要であるとの理由で戻

したりすることもできる｡教員が､それでも中筋を取り下げないこともできるが､デパー トメン

トのチェア-の推昭を結果的に得られないので､4-1進は認められないことが多い｡崩進手続きは､

テニュアと同じである｡

テニュアや教授昇進の手続きでは､必ず.外部評価委員 (ExternalRevleWerS)を含むことに

なっている｡チェア-は､候補者を評価できる同じ学問分野の3名を外部 (他大学)から人選す
る.外部評価委員に選ばれる人は､候鮒者と距離をf辻くもので､知人や指導関係者は除かれるC

候補者の研究菜続を示して､将来的に有望であるかどうかの視点から客観的な評価が行われるQ

外部評価委員の判断は､韮嬰な決定の繁栄となる｡これは､テニュアの場合であるが､正教授-

の昇進の場合も同じ手続きが政られるが､この場合は､研究に重点が位かれ,大学院での指導記

録や国際的な評判なども考慮される｡たとえば､ トロン ト大学のようなところでは､外部評価と

して､ハーバー ド大学､オックスフォー ド大学､束太大学など一流の国府的な大学からの推庶i状

が重安になる./トさな大学の勘合､カナダ国内の大学だけで十分である｡委Ll会は,推L75状が著

銘な大学からのものであるかどうかも考慮する｡

正教授の昇進に外部評価番Llを加えるのには､一般的なルールがあるのかの質問に対して､こ

れは常織的なことであるD外部評価委員を加えない大学は､組合が強くて､それに反対している

ためである｡｢労働臨約｣の中で外部評価委flを正教授の昇進で求めているかどうかはわからない

が､個別の契約条項で､それを了承した上で契約平‡を結んでいるので､外部評価凌Llを正教授の

昇進のときに加えることに反対であるとの意思表示を契約段階でした場合には､契約を取り消さ

ざるを得ないことになる｡契約モFの実物を見ることができるかとの質問に対して､個人の守秘義

務なので公開されていないとの回答であった｡カナダでは約2ページの契約料 こ年収から授英コ

マ数など詳細に記服され､契約子吉に両名がサインしてはじめてRl用が決定する｡これは個別で契

約を結ぶもので､契約ilFのスタンダー ドのようなものは存在しない｡

トロント大学では､テニュア頚紺 ま難しい｡ティーチングはよほど悲くなければ関越にならな

い｡ティーチングは､｢OK｣捉度でも糾わないが､研究は優れていなければならない｡ティーチ

ングに!奨Jして､学生からの苦言が学科長のところまで届かないならば,大丈夫である｡研究が韮

視されていることから､リサーチ .ドシエーを外部評価委flに送るが､ティーチング ･ドシュー

は送らない｡
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次に､フアカルテイ･ディベロップメント (大学教員の能力開発)であるが､これは､あくま

でも個人ベースのもで､義務的なものはない｡たとえば､学生からの苦言や ｢学生による授業評

価｣が極端に悪くて､学科長が何らかの対応が必要であると考えたときにのみ､FD が必要であ

る｡ それ以外は必要としない｡FDを強制しても効果はない｡FDに関心をもって､自主的に参加

するときに有効となる｡

大学教員の資格等に関する議論の動向であるが､そのような動向が見られるが､限定的で､し

かも､若い世代においてである｡ 高齢の教授レベルでは未だに研究が重視され､口癖に ｢これま

で､これでやってきた｣と答えている｡ しかし､ITなどのテクノロジーは誰にでも必要になって

いる｡

政府と学生からティーチングの重要性が喚起されはじめている｡ これまで､政府は大学でのテ

ィーチングに口を挟まず､自主性に任せたが､最近､学生から大学の現状に対する批判を受け､

院生に大学で教えるために必要なティーチングカを高めるようになっている｡ たとえば､認定書

プログラム (ダルハウジー大学のような)を修了した院生とそうでない院生を比較して､データ

にもとづいてその効果を測るプロジェクトも見られる｡

若い教員がテニュアを取得するために､これから何が必要かと尋ねられたら､ティーチングは

そこそこで良いが､研究に重点を置いて､良い論文を書くように指導するであろう｡大学ポス ト

に採用されるためには､認定書がある方が有利であるが､それはあくまでも研究業績において対

等である場合である｡

2-2.クイーンズ大学での聞き取り調査

AndyLeger(EducationalDeveloper& AssociateProfessor,CentreforTeachingand

Learning,Queen'sUniversity)は､クイーンズ大学CTLのエデュケーショナル ･ディベロッパ

ーである｡ 2008年 3月に訪問調査したとき､同センターの認定書プ ログラムについて説明した｡

同センターでは､以下の図表のように､｢キャリア･ステージ｣によるプログラムを展開している｡

CLTのキャリア ･ステージによる教育開発とプログラム

大学院生 新任教員/兼任教員 中堅キャリア教員/兼任教員 シニア教員/兼任教員

次に､プアカルテイ ･ディ-ロツプメン ト (大学教flの能力開発)であるが,これは,あくま

でも個人-ースのもで､兵務的なものはない｡たとえば､学生からの苦言や ｢学生による授英評

価｣が極端に悪くて､学科長が何らかの対応が必要であると考えたときにのみ､FDが必要であ

る.それ以外は必姿としない｡FDを強制 しても効炎はない｡FDに関心をもって､自主的に参加

するときに有効となる｡

大学教員の資格等に関する鵠論の動向であるが､そのような動向が見られるが､限定的で､し

かも､若い世代においてである｡高齢の教授レ-ルでは未だに研究が丑祝され,口癖に ｢これま

で.これでやってきた｣と答えているcLかし､ITなどのテクノロソーは誰にでも必要になって

いる｡

政府と学生からティーチングの韮野性が喚起されはじめている｡これまで､政府は大学でのテ

ィーチングに口を挟まず､自主性に任せたが､瓜近､学生から大学の現状に対する批判を受け､

院生に大学で教えるために必姿なティーチングカを声.1)めるようになっている｡たとえば､認定星亨

プログラム (ダルハウジー大学のような)を修了した院生とそうでない院生を比較 して,データ

にもとづいてその効米を測るプロジェク トも見られる｡

若い数日がテニュアを取ii'fするために､これから何が必要かと尋ねられたら､ティーチングは

そこそこで良いが､研究に重点を粧いて､良い愉文を空Fくように指導するであろう｡大学ポス ト

に採用されるためには､認定葺汀がある方が有利であるが､それはあくまでも研究菜続において対

等である場合である｡

2-2 クイーンズ大学での聞き取り調査

AndyLeger(EducationalDeveloper&AssoclateProfessor,CentreforTeachlngand

Learnlng,Queen'sUnlVerSlty)は､クイーンズ大学CTLのエデュケーショナル ･ディ-ロツパ

ーである｡2008年3月に訪問調教 したとき､同センターの認定空きプログラムについて説明したC

同センターでは､以下の図寂のように､｢キャリア･ステージ｣によるプログラムを展附している｡

CI.Tのキャリア .ステージによる教育開発とプログラム

次に､フアカルテイ ･ディベロップメン ト (大学教員の能力開発)であるが､これは､あくま

でも個人ベースのもで､義務的なものはない｡たとえば､学生からの苦言や ｢学生による授業評

価｣が極端に悪くて､学科長が何らかの対応が必要であると考えたときにのみ､FD が必要であ

る｡それ以外は必要としない｡FI)を強制 しても効果はない｡FDに関心をもって､自主的に参加

するときに有効となる｡

大学教員の資格等に関する議論の動向であるが､そのような動向が見られるが､限定的で､し

かも､若い世代においてである｡高齢の教授レベルでは未だに研究が重視され､口癖に ｢これま

で､これでやってきた｣と答えている｡しかし､ITなどのテクノロジーは誰にでも必要になって

いる｡

政府と学生からティーチングの重要性が喚起されはじめている｡これまで､政府は大学でのテ

ィーチングに口を挟まず､自主性に任せたが､最近､学生から大学の現状に対する批判を受け､

院生に大学で教えるために必要なティーチングカを高めるようになっている｡たとえば､認定書

プログラム (ダルハウジー大学のような)を修了した院生とそうでない院生を比較して､データ

にもとづいてその効果を測るプロジェク トも見られる｡

若い教員がテニュアを取得するために､これから何が必要かと尋ねられたら､ティーチングは

そこそこで良いが､研究に重点を置いて､良い論文を書くように指導するであろう｡大学ポス ト

に採用されるためには､認定書がある方が有利であるが､それはあくまでも研究業績において対

等である場合であるO

2-2.クイーンズ大学での聞き取り調査

AndyLeger(EducationalDeveloper&AssociateProfessor,CentreforTeachingand

Learning,Queen'sU血versity)は､クイーンズ大学CTLのエデュケーショナル ･ディベロッパ

ーである｡2008年 3月に訪問調査したとき､同センターの認定書プログラムについて説明した｡

同センターでは､以下の図表のように､｢キャリア･ステージ｣によるプログラムを展開している｡

CLTのキャリア ･ステージによる教育開発とプログラム

大学院生 新任教員/非任教員 中盤キャリア教員/兼任教員 シニア教員/兼任教員
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助手のためのワークショップ .シリーズ 専門職実践の提供(EPP ) 基礎-の関心 教職員組合 クイーンズ大学の教育と学習講座

コンサルテーション/ コンサルテーション/ コンサルテーション/ コンサルテーション/ コンサルテーション

大学教育と学習のための認定書プログラム* 授業上の諸問題 教員の読書会 専門職実践の提供Ⅲ 学究的コミュニティ

SGS901:｢高等教育の教育と学習｣ 基礎-の関心 教員のライティング 会 大学院指導-の関心 全国教育賞

協調的､迅速的､実用的

*博士課程コースを修了したPh.D.Candidateが大学教員になるための単位授業

**正式名は､EducationalDevelopmentFacultyAssociate(EDFA)で教育開発を支援する

フアカルテイ･アソシエー ト

(出典)JoyMighty,"PromotingExcellenceinTeachingatQueen-S"口頭発表

(March5,2008)

彼は､上の図表の大学院生のための認定書プ ログラム ｢SGS901:高等教育の教育と学習｣の

担当者である｡ 彼に､クイーンズ大学認定書プログラムについて聞いた｡

カナダ国内で認定書プログラムを提供している大学がどのくらいあるのかの質問に対して､正

確な数はわからないが､オンタリオ州をはじめ､カナダ全土の大学では何らかの院生のプログラ

ムを提供しているという｡その中には､認定書プログラムを提供しているところ､単位制コース

として教えて成績表に記載しているところなど対応は多様である｡ たとえば､クイーンズ大学で

は､上の図表のように大学院生のためにSGS901を提供している｡ これに関する授業シラバスを

提供してくれた｡認定書プログラムの価値 (ValueoftheCertificate)については､正直､よくわ

からないと答えた｡たとえば､誰かがクイーンズ大学の認定書を示したとして､それが認められ

たり､評価されたりというようなケースは耳にしない｡認定書プ ログラムがどれだけ価値のある

ものであるかは不明で､今後の新たな研究課題かもしれないと述べている｡ たとえば､SGS901

基礎-の関心 教職il組介

メ (EPP)

ン ン ン′ ン′

グラム* JE

青の教育と学習｣ グ会 心

エ-のF州発 ヨン -ラム

協調的､迅速的､実用的

*博士況程コースを修了したPhD Candldateが大学数fiになるためのiiiI立授業

**正式名は､EducatlOnalDevelopmentFacultyAssoclate(EDFA)で教育開発を支援する

77カルテイ･アソシエー ト

(出典)JoyMlghty,''PromotlngExcellencelnTeachlngatQueen'S''口碑発袈

(MzLrCh5,2008)

彼は､上の図穀の大学院生のための認定鮎プログラム ｢SGS901 両等教育の教育と学習｣の

担当者である｡彼に､クイーンズ大学誰定むプログラムについてF即 ､た.

カナダ国内で富監定半Fプログラムを提供している大学がどのくらいあるのかの質PLHに対して､正

純な数はわからないが､オンクリオ州をはじめ､カナダ全土の大学では何らかの院生のプログラ

ムを挺供しているという｡その中には､認定里芋プログラムを斑供しているところ､坤位制コース

として教えて成績表に記搬しているところなど対瓜 ま多様である｡たとえば､クイーンズ大学で

は.上の図穀のように大学院生のためにSGS901を提供している｡これに関する授業シラバスを

挺供してくれた｡認定むプログラムの価値 (ValueoftheCertlficate)については､正直､よくわ

からないと答えた｡たとえば､誰かがクイーンズ大学の認定軒を示したとして､それが認められ

たり､評価されたりというようなケースは耳にしない｡認定空手プログラムがどれだけI耐L自二のある

ものであるかは不明で､今後の新たな研究秋越かもしれないと述べている｡たとえば､SGS901

メ (EPビ)

ン′ ン ン′ ン′

グラム* Jl

青の教育と学習｣ グ会 心

エ-のF朔発 ヨン -ラム

協調的､迅速的､実用的

*博士課程コ-スを修了したPhD CandLdateが大学数flになるための単位授業

**正式名は､Educat10nalDevelopmentFacultyAsSOClate(EDFA)で教育開発を支援する

フアカルテイ ･アソソエー ト

く出典)JoyMlghty,''PromotlngExcellencelnTeachlngatQueen'S''口頭発袈

(Mamh5,2008)

彼は､上の図穀の大学院生のための認定社Fプログラム ｢SGS901 Ff)等教育の教育と学習｣の

担当者である｡彼に､クイーンズ大学駆定むプロ//ラムについてFl恥､た｡

カナダ国内で認定掌.tプログラムを提供 している大草がどのくらいあるのかの質問に対 して､正

稚な数はわからないが､オンクリオ州をはじめ､カナダ全土の大学では何らかの院生のプログラ

ムを位供 しているという｡その中には､誰定むプログラムを斑供しているところ､恥位制コース

として教えて成績表に記搬しているところなど対応は多様である｡たとえば､クイーンズ大学で

は､上の図毅のように大学院生のためにSGS901を提供している｡これに関する授業シラバスを

斑供 してくれた｡認定戟プログラムの価値 (ValueoftheCertlficate)については.正直､よくわ

からないと答えた｡たとぇば､誰かがクイーンズ大学の雷監定むを示したとして､それが認められ

たり､評価されたりというようなケースは耳にしない｡認定考lFプログラムがどれだけ価値のある

ものであるかは不明で､今後の新たな研究秋庖かもしれないと述べている.たとえば､SGS901
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のクラスを履修した院生の推薦状を書いたことがある｡ この院生は､ティーチングの大学ポスト

に公募するということで､認定書とティーチング ･ドシエーを提出した｡大学側は､院生の書類

を見て､Ph.D.の学位だけの候補者よりも考慮することは間違いない｡最近の大学市場では､Ph.D.

の学位だけでは不十分で､何らかの付加価値が必要である｡ ティーチングのポジションを探して

いるのであれば､認定書の効力は大きい｡このSGS901のクラスは､他のワークショップやセミ

ナーよりも意義がある｡なぜなら､クラスの活動を通して､院生同士が情報交換したり､話し合

ったりすることで､より理解を深めることができるし､ティーチングに関する多くの文献を扱 う

ので情報収集にも役立っ｡単に､ワークショップやセミナーで学ぶよりも意義がある｡ 私の考え

では､SGS901のクラスを履修した院生は､ティーチングに対しても多くのことを学び､フィー

ドバックされた経験がある｡

SGS901の授業で､院生にティーチング ･ドシエーを書かせているが､これは､とても意義が

あり､プログラムを豊かにしている｡ たとえば､ある院生は､優れた研究業績があったために､

インタビューにこぎっけた｡ある院生は､優れたティーチング ･ドシエーがあったために､ティ

ーチングのポジションの仕事がもらえた､といった具合である｡ すなわち､インタビューまでは､

研究業績が重視されるが､いざ､雇用という段階になると､どのような授業をしているかを記録

したティーチング ･ドシエーが効力を発揮する｡ すなわち､候補者としてインタビューにこぎっ

けられるのは､学問分野での優れた研究業績があるものである｡ しかし､同等の研究業績の場合､

最終的に仕事が得られるのは､ティーチング･ドシエーを提出して､優れたティーチングの記録

や経験があるものである｡ すなわち､ティーチングは､他の候補者から ｢際立たせる｣ことに役

立っ｡ この傾向は､カナダで益々顕著になっている｡

なぜ､このような現象が起こるかといえば､あまりにも多くのものがPh.D.の学位を獲得して

いるので､｢差別化｣ができないからである｡ もちろん､研究が否定されているわけではない｡な

ぜなら､優れた研究業績がなければ､インタビュー候補者にもなれないからである｡

繰 り返しになるが､SGS901クラスで最も重要なことは､ティーチング ･ドシエーを書かせて

いることである｡ 現在､このクラスは一年に1回開講され､定員は20名である｡ SGS901では､

ティーチング ･ドシエーを書かせているということであるが､これはクイーンズ大学だけに見ら

れる特徴なのかどうかとの質問に対して､これはカナダ全土で共通に見られるとのことであると

のことであった｡ティーチング･ドシエーを書かせることは ｢義務 (Mandatory)｣ではないが､

優れた方法であると認められている (Recognize)｡ カナダの大学の CTLでは､ティーチング ･

ドシエーを書かせるが､どのように意義づけているかまでは知らない｡クイーンズ大学では､高

く意義づけている｡

のクラスを履修した院生の推節状を里さいたことがある｡この院生は､ティーチングの大字ポス ト

に公非するということで､誰定むとティーチング ･トンエーを挺出した.大学側は､院生のむ熱

を見て､PhD の学位だけの候補名よりも考ltilVすることは間違いない｡瓜近の大学市場では､PhD

の学位だけでは不十分で､何らかの付加価値が必姿である｡ティーチングのポジションを探して

いるのであれば､認定田の効力は大きい｡このSGS901のクラスは､他のワ-//ショップやセミ

ナーよりも意森がある｡なぜなら､クラスの活動を通して､院生同士が情報交換したり､話し合

ったりすることで､より理解を深めることができるし､ティーチンJ/に関する多くの文献を扱 う

ので惜報収姓にも役立つO単に､ワークショップやセミナーで学ぶよりも意義がある｡私の考え

では､SGS901のクラスを履修した院生は､ティーチングに対してt)多くのことを学び､フィー

ドバックされた経験がある｡

SGS901の授業で､院生にティーチング･ドンエーをむかせているが､これは､とても意義が

あり､プログラムを豊かにしている.たとえば､ある院生は､優れた研究某紙があったために､

インタヒューにこぎつけた｡ある院生は､優れたティーチング･ドシエーがあったために､ティ

ーチングのポシションの仕事がもらえた､といった具合である｡すなわち､インタヒュ-までは､

研究英紙が盃視されるが､いざ､雁用という段階になると､どのような投薬をしているかを記録

したティーチング･ドンエーが効力を発抑する｡すなわち､候鮪者としてインタヒュ一にこぎつ

けられるのは､学問分野での優れた研究黙範があるものであるQしかし､同等の研究菜筋の勘合､

戚終的に仕串が解られるのは､ティーチング･トンエーを挺出して､優れたティーチングの記録

や経験があるものである｡すなわち､ティーチングは､他の候補者から ｢際立たせる｣ことに役

立つ.この傾向は､カナダで益々執⇒引こなっている｡

なぜ､このような現象が起こるかといえば､あまりにも多くのものがPhD の学位を獲得して

いるので､r差別化｣ができないからであるoもちろん､研究が否定されているわけではないoな

ぜなら､優れた研究菜紡がなければ､インタヒュー候補者にもなれないからである｡

繰り返しになるが､SGS901クラスで巌も盃要なことは､ティーチング ･ドンエーをむかせて

いることであるO現在､このクラスは-年に1回関喜推され､定員は20名である｡SGS901では､

ティーチング･ドソエーを flFかせているということであるが､これはクイーンズ大学だけに見ら

れる特徴なのかどうかとの矧H]に対して､これはカナダ全土で共通に見られるとのことであると

のことであったOティーチング･ドシューを空け､せることは ｢義務 (Mandatory)｣ではないが､

優れた方法であると認められている 帆ecogn】21e)｡カナダの大学の CTLでは,ティーチング ･

ドシエーをむかせるが､どのように意義づけているかまでは知らない｡クイーンズ大学では､高

く悪果づけている｡

のクラスを履修した院生の推節状をilFいたことがある｡この院生紘,ティーチングの大学ポス ト

に公易妄するということで､認定缶とティーチング･ドシエーを投出した｡大学側は､院生のむ軌

を見て､PhD の学位だけの険郁者よりも考慮することは間違いない｡Ja一近の大学市場では､PhD

の学位だけでは不十分で､何らかの付加価佃が必嬰である｡ティーチングのポジションを探して

いるのであれば､音邑定むの効力は大きい.このSGS901の//ラスは､他のワークショップやセミ

ナーよりも意義があるDなぜなら､//ラスの活動を通して､院生同士がfr'l{朝交換したり､話し合

ったりすることで､より理解を深めることができるし､ティーチン//に関する多くの文献を秘 う

ので惜報収姓にも役立つ｡Iiiに､ワークショップやセミナーで学ぶよりも苗義がある｡私の考え

では､SGS901のクラスを履修した院生は､ティーチングに対してt)多くのことを学び､フィー

ドバックされた経験があるっ

SGS901の授業で､院生にティーチング･ドンエーを里‡かせているが､これは､とても意義が

あり､プログラムを豊かにしている｡たとえば､ある院生は､陵れた研究薬餌があったために､

インタヒュ一にこぎつけた｡ある院生は､優れたティーチング･ドシューがあったために､ティ

ーチングのポシションの仕事がもらえた､といった具合である｡すなわち､インタビューまでは､

研究発航が脆視されるが､いざ､屈用という段階になると､どのような授英をしているかを記録

したティーチング･ドシエーが効力を発排する｡すなわち､候補者としてインタビューにこぎつ

けられるのは､学問分野での優れた研究菜抗があるものである｡しかし､同等の研究笑殺の勘合､

戯終的に仕事が術られるのは､ティーチング･ドシエーを斑出して､優れたティーチン//の記録

や経験があるものであるDすなわち､ティーチングは､他の侯祁肴から ｢際立たせる｣ことに役

立つ.この傾向は､カナダで益々顕熱 こなっている｡

なぜ､このような現象が起こるかといえば､あまりにも多くのものがPhI) の学位を獲術して

いるので､｢監馴化JができないからであるBもちろん､研究が否定されているわけではない｡な

ぜなら､優れた研究菜紡がなければ､インタヒュー候祁者にもなれないからである｡

繰り返しになるが.SGS901クラスで段も盃要なことは､ティーチン//･ドンエーをむかせて

いることである｡現在､このクラスは-年に1回関3推され､定員は20名である｡SGS901では､

ティ-チング･ドシエーを111かせているということであるが､これはクイーンズ大学だけに見ら

れる特徴なのかどうかとの質問に対して､これはカナダ全土で共通に見られるとのことであると

のことであった.ティーチ/グ･ドシューをむかせることは ｢蕪務 (Mandatory)｣ではないが､

優れた方法であると認められている (Recogn121e)｡カナダの大学の CTLでは､ティーチング

ドシエーを雀‡かせるが､どのように意義づけているかまでは知らない｡クイーンズ大学では､高

く意義づけている｡
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教員は､ディベロプメントのためのプログラムを必要としないと考えられている｡ したがって､

フアカルテイ･ディベロプメントは必要ではないというのが基本的な考えがある｡ 日本では､FD

が義務化されたと聞くが､カナダではあり得ないことである｡ カナダには組合があり､彼らがそ

れについて決める (Dictate)｡ クイーンズ大学の ｢労働協約｣を示しながら､たとえば､ティー

チングのトレーニングを義務化 (Mandatory)することは絶対にあり得ない (Neverhappened)｡

これは､逆に言えば､ティーチングの重要性が ｢労働協約｣で規定され､教員が ｢権利｣として

主張できるので必要ないことを意味している｡教員にティーチングのトレーニングを義務化する

ことはあり得ないが､院生にティーチングのトレーニングを強化していることは確かである｡ し

かし､義務化までは行っていない｡

教員のための認定書プ ログラムとして､オンライ･プログラムのFocusofFoundationがあり､

誰でもアクセスできるので､日本からもサインアップできる｡ 正直､多くの教員はこのプログラ

ムを活用していない｡その理由は､時間がかかる (TimeConsuming)うえ､あまり必要とされ

ていないし､また､プログラム自身も広く認められていない｡ プログラムの講義タイ トルには､

学生評価､授業デザイン､グループ学習､スカラーシップなどが含まれる｡クイーンズ大学の教

員は利用していないので､東北大学のプ ロジェクトで活用されると意義がある｡ ポー トフォリオ

なども電子媒体で送信でき､フィー ドバックがもらえるので､日本からでも問題はないが､個別

コンサルティングが必要である｡

以下に､大学教授職の資格制度について､彼の意見を聞いた｡

データを示しながら､予算削減でクイーンズ大学では､過去 2年間､教員の新規採用がない｡

学生数は増えているので､教員と学生の割合は高まっている｡ オンタリオ州の予算状況は､ここ

数年良くない傾向にある｡したがって､大学教員の公募もない｡財政削減の状況下で､クイーン

ズ大学ではどのような変化が見られるかとの質問に対して､教授が定年退職しても後任人事がさ

れない｡採用したとしても､テニュア ･トラックでない兼担教員 (AdjunctTeachers)としてで

ある｡兼担教員も更新しないので､結果的には､担当コマ数が増加される傾向にある｡｢労働協約｣

にも規定されているように､兼担教員はテニュア ･トラックがなく､1-2年の契約である｡彼ら

には､スカラーシップや研究は求められない｡ティーチングのみである｡ 仮に､テニュア ･トラ

ックのポストが出たとしても､他の候補者と同じような手続きをすることになる｡ 彼らは､多く

の授業を教えるが給与は安くて済む｡

クイーンズ大学では､最初､テニュア ･トラックではあるが､テニュアなしで雇用され､3年

目に更新される｡ 更新時に､ティーチング ･ドシエーを含む ドキュメントを提出する｡ この中に

は､履歴書などの一連の業績が含まれ､審査されるが､大体うまく行き､次の3年間が更新され

教員は､ディ-ロブメントのためのプログラムを必姿としないと考えられている｡したがって､

プアカルテイ･ディ-ロブメントは必要ではないというのが益本的な考えがある｡日本では､FD

が兵務化されたとFIETJくが､カナダではあり科ないことである｡カナダには組合があり､彼らがそ

れについて決める (DICtate)｡クイーンズ大学の ｢労働協約｣を示しながら､たとえば､ティー

チングの トレーニングを兵務化 (Mandatory)することは絶対にあり得ない (Neverhappened)｡

これは､逆に-占えば､ティーチングの韮繁性が ｢労働協約｣で規定され､教員が ｢権利｣として

主張できるので必箪ないことをfLT味している｡教flにティーチングの トレーニングを義務化する

ことはあり鞘ないが､院生にティーチングの トレーニングを強化していることは確かであるcL

かし､兵務化までは行っていない｡

教員のための認定ミ!Fプログラムとして､オンライ プログラムのFocusorFoundatlOnがあり､

誰でもアクセスできるので､日本からもサインアップできる｡正直､多くの数日はこのプログラ

ムを活用していないoその理由は､時r''fJがかかる (TimeConsumlng)うえ､あまり必要とされ

ていないし､また､プログラム自身も広く認められていない｡ プログラムの言給養タイ トルには､

学生評価､授黙デザイン､グループ学習､スカラーシップなどが含まれる｡クイーンズ大学の教

11は利用していないので､東北大学のプロシェ//トで活用されると意頻がある.ポー トフォリオ

などt)'.V子媒体で送信でき､フィー ドバックがもらえるので､Fl本からでもPLH越はないが､個別

コンサルティングが必要であるO

以下に､大学教授職の資格制度について､彼の意見をF糾 ､た｡

データを示しながら､IT,罪削減でクイーンズ大学では､過去 2年間､教員の新規採用がないo

学生数は増えているので､教員と学生の'#I]合はFf)まっている｡オンクリオ州の予罪状況は､ここ

数年良くない傾向にある｡ したがって､大学教員の公募‡もない｡財政削減の状況下で､クイーン

ズ大学ではどのような変化が見られるかとの質問に対して､教授が定年退職しても後任人非がさ

れない｡採用したとしても､テニュア ･トラックでない雅担教員 (Ad)unctTeachers)としてで

ある｡責任担教員もPPi新しないので､結果的には､担当コマ数が増加される傾向にある｡｢労働脇約｣

にt)規定されているように､雅担教員はテニュア ･トラックがなく､1-2年の契約であるo彼ら

には､スカラーノッブや研究は求められない｡ティーチングのみである｡仮に､テニュア ･トラ

ックのポス トが出たとしても､他の候補者と同じような手続きをすることになる.彼らは､多く

の授業を教えるが給与は安くて済む.

クイーンズ大学では､収初､テニュア ･トラックではあるが､テニュアなしで雇用され､3年

目に父新される｡更新時に､ティーチング･ドンエーを含む ドキュメントを挺出する｡この中に

は､履歴むなどの-連の業桁が含まれ､審査されるが､大体うまく行き､次の3年間が更新され

教員は､ディベロプメントのためのプログラムを必嬰としないと考えられている｡したがって､

フ7カ/i,ティ･ディベロプメントは必要ではないというのが基本的な考えがある｡日本では､FD

が兵務化されたとrZiilくが､カナダではあり村ないことである｡カナダには組合があり､彼らがそ

れについて決める (DICtate)｡クイーンズ大学の ｢労働協約｣を示しながら､たとえば､ティー

チン//の トレーニン//を兵務化 (Mandatory)することは絶対にありキミは い (Neverhappened)｡

これは､逆に貰えば､ティーチングの血嬰性が ｢労働協約｣で規定され､教員が ｢権利｣として

主張できるので必要ないことをrtiT味している｡教員にティーチングの トレ-二ングを義務化する

ことはあり得ないが.院生にティーチングの トレーニングを強化していることは確かであるQし

かし､義務化までは行っていない｡

教員のための認定挙芋プログラムとして､オンライ･プログラムのFocusorFoundatlOnがあり､

誰でもアクセスできるので､日本からもサインアップできる｡正直､多くの教11はこのプログラ

ムを活用していない.その理由は､時間がかかる (TimeConsuming)うえ､あまり必要とされ

ていないし､また､プログラム自身も広くFL.U.められていない. プログラムの弛みタイ トルには,

学生評価.授業デザイン､グループ学習､スカラーシップなどが含まれる｡クイーンズ大学の数

flは利用していないので､東北大学のプロジェクトで活用されると意幾がある｡ポー トフォリオ

なども11;子媒体で送信でき､フィー ドバックがもらえるので､Fl木からでも問越はないが､個別

コンサルティングが必要である｡

以下に､大学教授職の資格制度について､彼の意見をriiい た｡

データを示しながら､千第肖り減でクイーンズ大学では､過去 2年間､教員の新規採用がないo

学生数は増えているので､教員と学生の'.tll合は高まっている｡オンクリオ州の予算状況は､ここ

数年良くない傾向にある｡ したがって､大学教員の公草丈もない｡財政削減の状況下で､クイーン

ズ大学ではどのような変化が見られるかとの質問に対して､教授が定年退職 しても後任人王rLがさ

れない｡採用したとしても､テニュア ･トラックでない雑担教員 (Ad)unctTeachers)としてで

ある｡兼担教flも更新しないので､結果的には.担当コマ数が増加される傾向にある｡r労働脇約｣

にも規定されているように､湘･担教員はテニュア ･トラックがなく､1-2年の契約である｡彼ら

には､スカラ-シップや研究は求められない｡ティーチングのみである｡仮に,テニュア ･トラ

ッ//のポス トが出たとしでも､他の候補者と同じような手続きをすることになる｡彼らは､多く

の授業を教えるが給与は安くて済む｡

クイーンズ大学では､股初､テニュア ･トラックではあるが､テニュアなしで雇用され､3年

目にJ更新される｡父新崎に､ティーチング･ドンエーを含む ドキュメントを挺出する｡この中に

は､履歴早さなどの-連の薬続が含まれ､審査されるが､大体うまく行き､次の3年間が更新され
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る｡ そして､3年目の終わりにテニュアを申請する｡ 6名の委員が提出されたドキュメントを審

査する｡また､同じ学問分野の他大学の教員に外部審査を依頼する｡この教員は､候補者のこと

を知らないことが前提である｡そして､審査結果を委員会に戻す｡

(写真)DonaldGordonConferenceCentreでAndyLegerと一緒

に

大半の教員は､6年目にテニュア

を獲得する｡なぜなら､｢労働協約｣

や組合が教員をサポー トするからで

ある｡ これまで､テニュアを獲得で

きなかった人を知らない｡テニュア

獲得後､助教授から准教授に昇進さ

れる｡その後､いつの時点でも､教

員が望めば､正教授-の昇進を申請

することができる｡ 正教授-の申

請をしない教員もいる｡なぜなら､

正教授になったからと言って収入

が増えるわけでもないからである｡ 正教授というタイ トル以外に何の特典もない｡ただし､管理

職を望む場合は､正教授の資格がある方が良いと考えられている｡ 正直に言えば､昇進のときに

考慮されるのは､候補者の研究業績である｡ 優れたティーチングの記録があることは ｢損｣には

ならないが､決定的とは言えない｡研究と教員は､同じ評価ではない｡ティーチングはわずかで

はあるが､評価されつつある｡ たとえば､友人が正教授に昇進したが､ティーチングには顕著な

業績がなかった｡これは大学および学部によってもウエイ トの置き方が違う｡

クイーンズ大学でも､｢学生による授業評価｣に依存しているが､これはあまり信用ができない｡

たとえば､私は､問題解決学習にもとづいた授業をしている｡ これは､私が教えるよりも､学生

が自ら問題を解決する授業である｡ 当然のことながら､教員から学んだかとのアンケー ト項目の

スコア-は低くなる｡ それは､学生が発見するもので､私が教えるものではない｡そうなると､

質問項目にも欠陥があることになる｡ したがって､数量的測定 (QuantitativeMeasure)方法に

は問題がある｡ したがって､ティーチング ･ドシエーの方が優れた方法である｡ なぜなら､それ

以外のドキュメンテーションも含めることができるからである｡ 大学管理者は､｢学生による授業

評価｣の数量的なものに関心を示している｡ 提示されたティーチング･ドシエーのサンプルには､

｢学生による授業評価｣だけでなく､学生からの自由記述やコメントも含まれていた｡その結果､

｢学生による授業評価｣の数量的な結果よりも､さらに多くの証拠資料を提示することができる｡

次が､大学管理者が教員のティーチング･ドシエーをどのように運用するかという問題がある｡

る.そして､3年Elの終わりにテニュアを申訊する｡6名の委flが提出された ドキュメントを帝

査する｡また､同じ学問分野の他大学の敏Dに外部察査を依頼する｡この致11は､候補者のこと

を知らないことが前挺である｡そして､藤査結果を委員会に戻す｡

大半の教員は､6年目にテニュア

を獲itlfする｡なぜなら､rプ;働協約｣

や組合が教員をサポー トするからで

あるOこれまで､テニュアを獲得で

きなかった人を知らない｡テニュア

獲彬後､助教授から准教授に昇進さ

れる｡その後､いつの時点でも､教

員が望めば､正教授-の昇進を申iI-i

することができる｡正教授-の申

(写真)DonaldGordonConferenceCentreでAndyl･egerと一緒 宮詣をしない教nもいる｡なぜなら､
に

正教授になったからと言って収入

が増えるわけでもないからである｡正教授というタイ トル以外に何の特典もない.ただし､管理

職を望む場合は､正教授の資格がある方が良いと考えられている｡正直に言えば､昇進のときに

考慮されるのは､倹約者の研究菜紡であるO優れたティーチングのqL:録があることは ｢壮1｣には
ならないが､決定的とは言えない｡研究と教ilは､同じ評価ではない.ティーチングはわずかで

はあるが､評価されつつある｡たとえば､友人が正教授にSt一進したが､ティーチングにはWl老な

黙紡がなかった｡これは大学および学部によってもウエイ トの'Eき方が違う｡

クイーンズ大学でも､r学生による授恭評価｣に依存しているが､これはあまり信用ができない｡

たとえば､私は､間退解決学習にもとづいた授業をしている｡これは､私が教えるよりも､学生

が自ら問題を解決する授菜であるO当然のことながら､教員から学んだかとのアンケー ト項Elの

スコアーは低くなる｡それは､学生が発見するもので､私が教えるものではない｡そうなると､

質問項目にも欠陥があることになる. したがって､数虫的測定 (QuantltatlVeMeasure)力法に

は閑地がある.したがって､ティーチング･ドシエーの方が優れた方法である｡なぜなら､それ

以外の ドキュメンテーションも含めることができるからである｡大学管理者は､｢学生による授英

評価｣の数左と的なものに関心を示しているO提示されたティーチング･ドシューのサンプルには､

｢学生による授菜評価｣だけでなく､学生からの自由記述やコメントも含まれていた.その結鵜､

｢学生による授黙評価｣の数虫的な結氷よりも､さらに多くの証拠資料を提示することができるC

次が､大学管理者が教員のティーチング･ドシエーをどのように運用するかという関越があるo
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たとえば､昇進人事において委員会が､必ず､ティーチング ･ドシエーを審査の対象にするとい

うようなことを決めておく必要がある｡ すなわち､審査対象には､研究業績だけではなく､ティ

ーチング ･ドシエーという形で､ティーチングに関する記録も提示させる｡ もし､そのような価

値が認められるようになれば､さらに多くの教員がティーチング ･ドシエーをまとめるようにな

る｡ 研究と教育のウエイ トは､同等の評価になることはないと思われるが､優れたティーチング

の記録がある方が高い評価に繋がるようになると､教員も真剣に考えるようになる｡ ｢アカウント

ビリティ｣という視点から､徐々に､ティーチングが注目されるようになっている｡ 日本では､

ティーチング ･ドシエーのようなファイルにしてまとめるのは ｢負担｣が多いと敬遠されがちで

あるが､そのような苦情はカナダでは聞かれないのかとの質問に対して､そのことは最初から教

員に ｢要求｣(Beenasked)されていることである｡ 昇進や更新のときは､今では､義務づけられ

ている (Required)ことが ｢労働協約｣の中でも規定されている｡

昇進や更新のとき､教員は準備のためにワークショップに参加するので､組合は何が必要かに

ついて､ティーチング･ドシエーの提出も含めて説明する｡ 委員会は､教員側からティーチング

に関する証拠のドキュメントを含んだティーチング ･ドシエーが提出されなければ､評価するこ

とができない｡｢労働協約｣には､ティーチング ･ドシエーを出すことは教員の ｢権利｣であり､

｢義務｣ではないとあるが､それで間違いないかとの質問に対して､たしかに､そうであるが､

｢義務｣でもある｡ なぜなら､全教員が出すからである｡ 教育 ･研究 ･サービスについてまとめ

たアカデミック ･ポー トフォリオの提出が求められるが､ほとんどが紙媒体のファイルである｡

質問項目の ｢大学教員の身分 ･地位｣であるが､我々には ｢公務員 (CivilServant)｣という

意識はない｡公的基金によって運営される大学で､大半の経費は州政府によって支援されるので､

本質的 (Essentially)にはそうかも知れないが､そのような呼ばれ方を誰も好まないであろう｡

カナダでは､フアカルテイ･ディベロップメント(FD)という用語ではなく､エデュケーショ

ナル ･ディベロップメント(ED)と呼ばれるが､なぜ､FD と言う用語が嫌われるのかとの質問

に対 して､FD は構わないが､｢義務化 (Mandatory)｣には違和感がある｡ 何事も強制

(Mandatory)されることは良いない｡それでは､なぜ､FD といわないでED という呼称を用い

るのかであるが､それは､単にフアカルテイだけでなく､すべての教育に関わる支援

(Development)をするからである｡その中には､教員だけでなく､学生､院生そして職員も含ま

れる｡

大学教員の数については､提供したアニュアル ･レポー トに含まれているので､参考にしても

らいたい｡

大学教員の資格 (Qualification)については､最初にPh.D.の学位 が求められる｡ これは疑う

たとえば､5-T進入邪において委員会が､必ず､ティーチング ･ドシエーを帝盃の対象にするとい

うようなことを決めておく必要がある｡すなわち､察査対象には､研究英紡だけではなく､ティ

ーチング ･ドシューという形で､ティーチングに関する記録も提示させる｡もし､そのような価

値が認められるようになれば､さらに多くの教員がティーチング ･ドシューをまとめるようにな

る｡研究と教育のウエイ トは､同等の評価になることはないと思われるが､優れたティーチン//

の記録がある方が問い評価に繋がるようになると､教員も宗剣に考えるようになる｡rアカウン ト

ヒリティ｣という視点から､徐々に､ティーチングが注目されるようになっている｡ 日本では､

ティーチング ･ドシエーのようなファイルにしてまとめるのは ｢負担｣が多いと敬遠されがちで

あるが､そのような苦I削まカナダではFLilかれないのかとの質問に対 して､そのことは股初から教

員に ｢要求｣(Beenasked)されていることである.崩進や更新のときは､今では､義務づけられ

ている (Requlred)ことが ｢'73働協約｣の中でも規定されているQ

昇進や更新のとき､教員は畔僻のためにワークショップに参加するので､組合は何が必嬰かに

ついて､ティーチング ･ドシエーの提出も含めて鋭明する｡委fl会は､教員側からティーチング

にl美Jする証拠の ドキュメン トを含んだティーチング ･ドンエーが挺出されなければ､評Imlするこ

とができない｡｢9:J働協約｣には､ティーチング ･トンエーを出すことは教11の ｢格利｣であり､

｢凝務｣ではないとあるが､それで間違いないかとの質問に対 して､たしかに､そうであるが､

｢義務｣でもある｡なぜなら､全教貝が出すからである｡教育 ･研究 ･サーヒスについてまとめ

たアカデミック .ポー トフォリオの挺出が求められるが､ほとんどが紙媒体のファイルである｡

質問項目の ｢大学教員の身分 ･地位｣であるが､我々には r公務良 (CIVILServant)｣という

昔職はない｡公的基金によって遊間される大学で､大半の経21,は州政府によって支援されるので､

本質的 (Essentlally)にはそうかも知れないが､そのような呼ばれ方を経も好まないであろう｡

カナダでは､フアカルテイ ･ディ-ロツプメン ト(FD)という用語ではなく､エデュケ-ソヨ

ナル ･ディベロップメント(ED)と呼ばれるが､なぜ､FD と言 う用語が嫌われるのかとの質問

に対 して､FD は構わないが､｢兵務化 (Mandatory)｣には違和感がある｡何卒 も強制

(Mandatory)されることは良いない.それでは､なぜ､FD といわないでED という呼称を用い

るのかであるが､それは､単にフアカルテイだけでな く､すべての教育に関わる支援

(Development)をするからである｡その中には､教員だけでなく､学生､院生そして職員も含ま

れる｡

大学教員の数については､提供したアニュアル ･レポー トに含まれているので､参考にしても

らいたい｡

大学教員の資格 (QuallflCatlOn)については､放初にPhDの学位 が求められるoこれは疑う




